
エチオピア国立劇場のダンサーたちの技術習得と 

キャリア・ディベロップメント 

Skill Acquirement and Career Development 

by the Professional Dancers in the Ethiopian National Theater 
 

相原 進（京都大学） 

AIHARA Susumu（Kyoto University） 
 
本発表の目的は、エチオピアの首都アディスアベバにあるエチオピア国立劇場所属のプロ

のダンサーたちの経歴にかんする調査をもとに、彼らの技術習得について、キャリア・ディ

ベロップメントと関連させることによって、その特徴を明らかにすることである。 

本発表にかんする調査は、2017 年 8 月から 2019 年 3 月にかけて、エチオピアの首都アデ

ィスアベバにある国立劇場およびダンスを鑑賞できるレストランなどに所属するプロのダン

サーを対象として実施した。2020年 8月以降、新型コロナのため渡航調査が困難になったこ

とにより、Facebook メッセンジャーを利用してダンサーなどへのオンラインでの聞き取りを

週 1 回程度実施している。調査方法は練習場や劇場などでの観察と聞き取りが中心である。

聞き取りでは、幼少期から現在に至るまでの技術習得の方法と経歴にかんする半構造化イン

タビューをおこなった。また、調査の一環として、プロのダンサーがダンスを学ぶのと同じ

方法で 70日間のダンスレッスンを受けた。 

 本発表の前提として、アディスアベバにおいてプロのダンサーによって演じられるダンス

の 2 つの特徴について述べる。1 つは地域や民族ごとに演目を立てることであり、もう 1 つ

は、各地域・各民族のダンスにおける特徴的な動きを抽出し、これらを組み合わせて演目を

作ることである。たとえばゴンダール地方のダンスをもとにした演目の場合、ゴンダールの

ダンスから抽出された特徴的な動き（国立劇場では 9 種類）を組み合わせて「ゴンダール」

という演目を制作していた。 

 聞き取りをつうじて、ダンサーたちは幼少期にはコミュニティにおいて歌やダンスを楽し

んだ経験があったが、このような経験がプロとしての活動に繋がっているとは考えていない

ことがわかった。彼らはおおよそ 15歳前後からアマチュアのダンスグループに所属してさま

ざまな地域・民族のダンスを学び始めており、これがプロのダンサーとしての技術習得の始

まりであると考えていた。アマチュア時代は基本的に無給であり、全員が当時困難であった

こととして金銭問題を挙げた。しかし無給ではあるものの有名劇場での見習いに参加したり、

プロから直接指導を受けたりする機会を得ることができていた。国立劇場のダンサーの場合、

全員がアマチュア時代に各演目を動作ごとに学ぶ方法での指導をプロから受けていた。良い

指導者に巡り会えるかは運次第のところがあり、近所で有名なダンサーが結成したグループ

に偶然参加することになって国立劇場での採用に至った事例がある一方で、より良い指導と

パフォーマンスを求めて所属を何度か変えた事例もあった。 

劇場やレストランに所属してからも、ダンサーたちは自らのキャリアを戦略的に組み立て

ていた。アディスアベバには歴史と格式があるとされる 4 つの劇場があるが、ダンサーのな

かには、将来的に国外での活動を目標とする場合は国立劇場のキャリアのほうが有力である

と考えて国立劇場での採用を目指した事例があった。一方、レストランでの雇用にかんして、

良い条件で雇用されるにはレストランでの雇用歴が重要であるとダンサーたちは考えていた。

そのため、最初は条件が悪くても経歴を得ること自体を目的としてレストランで働いた事例

があった。その後はより良い条件を求めて職場を何度も変えることになるのだが、仮に良い

条件でレストランに雇われても、方針転換で伝統的なダンスの上演が中止になったり、レス

トラン自体が閉店したりするなど、彼らの雇用環境は決して安定したものではなかった。 

 ダンサーたちは金銭的な困難と不安定な雇用という状況でも戦略的に自身のキャリアを形

成していた。アマチュア時代には無給というリスクがある一方で、運次第とはいえ身近に優

秀な指導者が存在する場合もあれば、コストをかけずにプロのダンサーから個々の動作を学

ぶ機会もあった。このような状況とダンサー自身によるキャリア形成のなかで、彼らは技術

を高めていると考えられる。 


